
２０２６年度 

学生募集要項 

博士課程前期２年の課程（４月入学） 

経 済 経 営 学 専 攻 
経済経営リサーチコース・高度グローバル人材コース 

入 試 区 分 
一般選抜Ⅰ期、 

東北大学経済学部生を対象とする試験 

一般選抜Ⅱ期、 

社会人特別選抜 

事 前 審 査 等 

受 付 期 間 

2025年 5月 16日（金） 

～5月 27日（火）16時必着 

2025 年 10月 20日（月） 

～10月 29日（水）16時必着 

出願受付期間 
2025年 7月 11日（金）9時 

～7月 18 日（金）16時 

2025 年 12月 12日（金）9時 

～12月 19日（金）16時 

英語外部試験

スコアの提出
2025年 7月 18 日（金）16時 2025年 12月 19日（金）16時 

受 験 票 

ダウンロード 

2025年 8月 29日（金）以降 

（オンライン出願システムより）

2026年 2月 6日（金）以降 

（オンライン出願システムより）

入 学 試 験 

2025年 9月 2日（火）:一般選抜 I期 

2025 年 9 月 3 日（水）:東北大学経済

学部生を対象とする試験 

2026 年 2月 12日（木）: 一般選抜Ⅱ期 

2026 年 2 月 13 日（金）: 社会人特別選

抜 

合 格 発 表 2025年 9月 11日（木） 2026 年 3月 5日（木） 

入学手続期間 
2026年 1月 23日（金）～1月 30日（金）

16時必着 

2026 年 3月 6日（金）～3 月 13日（金）

16時必着 

入 学 2026年 4月 1日 

注１ 一般選抜は、Ⅰ期募集（９月頃）とⅡ期募集（２月頃）の年２回行います。社会人特別選抜は、年１回Ⅱ期

募集（２月頃）の時期に行います。東北大学経済学部生を対象とする試験は、年１回Ⅰ期募集（９月頃）の

時期に行います。合格した場合の入学の時期は、どの入試区分も２０２６年４月になります。

注２ ２０２５年１０月入学を希望する場合は、募集要項が別にありますので、それに従ってください。

注３ 高度グローバル人材コース外国人特別選抜の４月入学はありません。１０月入学のみになります。

東 北 大 学 大 学 院 経 済 学 研 究 科 



経済学研究科のアドミッション・ポリシー 
 

 

 東北大学大学院経済学研究科には二つの専攻があります。経済経営学専攻では，経済･経営への強い関心

と，それについての基礎学力を有し，将来これらの分野の研究者として，あるいは高度な専門職業人として

活躍することを希望する人を求めます。広い視野と豊かな学識を持ち，国際的水準の独創的な研究を遂行す

る能力を備え，社会と学問の発展に貢献できることを目指して育成を行います。会計専門職専攻（会計大学

院）では，会計に関する基礎学力を有し，将来高度な分析能力を身につけ，国際的な場面で活躍する職業会

計人となることを希望する人を求めます。会計分野の学識と実務的な知識を持ち，国際的視野とコミュニケ

ーション能力を備え，高い職業倫理観をもって社会の発展に貢献できることを目指して育成を行います。ま

た，実社会での経験を生かしながら，新たな問題意識をもって経済学や経営学を学びたい，職業会計人とし

ての能力を向上させたい，という希望をもつ社会人を積極的に受け入れます。 

 

 

（経済経営学専攻・博士課程前期２年の課程） 

 本課程には，経済経営リサーチコースと高度グローバル人材コース（Global Program in Economics and 

Management, GPEM）があります。各コースに対し以下の選抜区分がありますが，経済経営リサーチコースで

は外国人については日本語能力を備えた学生を選抜し，GPEM ではグローバルに活躍できる資質を備えた学生

を選抜することは共通です。試験の実施方法は選抜区分により異なりますが，各実施方法で所定の基準に達

するのが必要なことは共通です。 

 

一般選抜 

 英語の能力と経済経営科目に関する専門知識を備えた学生を選抜します。試験の実施方法は筆答，口述，

提出書類の審査です。専門知識を重視します。 

 

社会人特別選抜 

 社会人を対象とし，職業能力と志望する専門科目に関する知識を備えた学生を選抜します。試験の実施方

法は口述と提出書類の審査です。専門知識と研究適性を重視します。 

 

東北大学経済学部生を対象とする試験 

 当学部を卒業見込で成績が優秀な学生を対象とし，大学院への進学目的が明確な学生を選抜します。試験

の実施方法は口述と提出書類の審査です。専門知識と研究計画の適切性を重視します。 

 

 なお，入学前に大学学部水準の専門知識，課題探究力，国際的視野を身につけておくことを希望します。 
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１ 専攻、コース、募集人員及び入試区分 
 

専

攻 コース 
募集人員 

（１０月入学

者を含む） 
入試区分 対象者 

経

済

経

営

学

専

攻 

経済経営リサーチ 
コース ３４名 

一般選抜  

社会人特別選抜 出願時に通算して２年以上の社会経験
注２を有する者 

東北大学経済学部生

を対象とする試験 

本学経済学部を２０２５年９月または

２０２６年３月に優秀な成績で卒業見

込みの者 

高度グローバル人材 
コース ２６名注１ 

一般選抜  

社会人特別選抜 出願時に通算して２年以上の社会経験
注２を有する者 

東北大学経済学部生

を対象とする試験 

本学経済学部を２０２５年９月または

２０２６年３月に優秀な成績で卒業見

込みの者 
 

注１ 上記募集人員には、パダボーン大学ダブルディグリー・プログラム特別選抜の定員（別途選考）を含みま

す。 
注２ 「社会経験」とは、在職の経験や継続的な社会的活動への参加経験を意味します。 
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２ 出願資格等 
 
   次の（Ⅰ）のいずれかの基礎資格と（Ⅱ）の要件に該当する者とします。基礎資格については、

２０２６年３月３１日までに見込みの者でも可とします。 
 

（Ⅰ）基礎資格 
（１） 大学を卒業した者 
（２） 大学改革支援・学位授与機構により学士の学位を授与された者 
（３） 外国において、学校教育における１６年の課程を修了した者 
（４） 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該

外国の学校教育における１６年の課程を修了した者 
（５） 我が国において、外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における１６年

の課程を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度に

おいて位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を

修了した者 
（６） 外国の大学その他の外国の学校（その教育研究活動等の総合的な状況について、当該外

国の政府又は関係機関の認証を受けた者による評価を受けたもの又はこれに準ずるもの

として文部科学大臣が別に指定するものに限る。）において、修業年限が３年以上である

課程を修了すること（当該外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において

履修することにより当該課程を修了すること及び当該外国の学校教育制度において位置

付けられた教育施設であって前号の指定を受けたものにおいて課程を修了することを含

む。）により、学士の学位に相当する学位を授与された者 
（７） 専修学校の専門課程（修業年限が４年以上であることその他の文部科学大臣が定める基

準を満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日

以後に修了した者 
（８） 文部科学大臣の指定した者（昭和２８年文部省告示第５号参照） 
（９） 学校教育法第１０２条第２項の規定により他の大学の大学院に入学した者であって、本

大学院において、その教育を受けるにふさわしい学力があると認めたもの 
（１０）本大学院において、個別の入学資格審査により、大学を卒業した者と同等以上の学力が

あると認めた者で、２２歳に達したもの 
 

（Ⅱ）要 件 
経済経営リサーチコースを志願する日本国籍を有しない方で、かつ、日本国の永住許可を得て

いない方は、日本語能力試験 N1（JLPT Level N1）の認定を受けており、かつその総合得点が 120
点以上であること。ただし本学部生及び本学部研究生は不要です。高度グローバル人材コースを

志願する者は、 TOEFL iBT®テスト（Home Edition 及び Paper Edition も可）の Test Date スコア 79
点以上（TOEIC®テストのスコア 773 点以上または IELTS（Academic Module）のスコア 6.5 以上

でも可）であること。ただし東北大学経済学部生を対象とする試験に出願しようとする者は不要

です。 
 
 

注１ （９）又は（１０）によって出願しようとする場合は、「３ 事前審査等」により出願前に必ず事前

審査申請等を行ってください。 
注２ 入試区分にかかわらず、「３ 事前審査等（１）対象者アまたはイ」に該当する方で入学を志願する

者は、「３ 事前審査等」により出願資格の有無を必ず確認してください。 
注３ 東北大学経済学部生を対象とする試験に出願する者は、「３ 事前審査等」により、出願前に必ず事

前審査申請等を行ってください。 
注４ 経済経営学専攻では、「大学に３年以上在学した者（これに準ずる者として文部科学大臣が定める

者を含む。）であって、本大学院が定める単位を優秀な成績で修得したと認めるもの」に関する出願

資格は適用しません。 
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３ 事前審査等 
 

「（１）対象者」記載のア～エのいずれかに該当する者は、出願前に事前審査等が必要です。 
必要書類を揃えて事前審査等受付期限までに経済学研究科大学院教務係へ提出してください。 

 
 
 （１）対象者 
 

ア 日本国籍を有しない方で、かつ、日本国の永住許可を得ていない方 

イ 国籍にかかわらず外国の大学等を卒業した（又は卒業見込みである）方 
注１ 入試区分にかかわらず、入学を志願する者は、必ず提出してください。 

 
 
 

ウ 「２ 出願資格 （Ⅰ） （９）又は（１０）」によって出願しようとする者 
 
 
 

エ 東北大学経済学部生を対象とする試験に出願しようとする者 
 

【経済経営リサーチコース】 
 成績証明書等によって成績優秀と認められた場合、出願が認められます。 
 
【高度グローバル人材コース】 
 以下のいずれかに該当すれば、出願が認められます。 
① 成績証明書等によって成績優秀と認められた場合 
② 高度グローバル人材コース学部・大学院一貫教育プログラムに所属しており、東北大学グローバ 
ルリーダー育成プログラム（ＴＧＬプログラム）のグローバルリーダー認定証を有する場合 

 
 

いずれのコースについても、出願資格の認定の可否は、２０２５年７月中旬にメールで通知します。 
 
注２ 「東北大学経済学部生を対象とする試験」の出願が認められなかった場合でも、一般選抜 
 Ⅰ期・Ⅱ期に出願することは可能です。 
注３ グローバルリーダー認定証を２０２５年度前期に申請中又は申請予定の者もこの事前 
審査に申請することは可能です。 

 
 
 
 
 
（２）必要書類等 

 
必要書類、具体的な説明は、経済学部・経済学研究科ウェブサイトをご覧ください。 
経済学部・経済学研究科トップページ https://www.econ.tohoku.ac.jp/ 

 
 
（３）事前審査等受付期間 

 
イ） 一般選抜Ⅰ期、東北大学経済学部生を対象とする試験 
     ２０２５年 ５月１６日（金）～ ５月２７日（火）１６時必着 

ロ） 一般選抜Ⅱ期、社会人特別選抜 
２０２５年１０月２０日（月）～１０月２９日（水）１６時必着 

 
注４ 受付期間内に到着したものに限り受け付けます。 
注５ 必要書類に不備がある場合には、受け付けません。 
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４ 出願手続 

（１） オンライン出願 

 出願者は、オンライン出願システム The Admissions Office（以降は TAO と表記）を使って、

出願期間内に出願手続を行ってください。出願のおおまかな流れは、次のとおりです。 

① 募集要項の確認・必要書類の取得 

 ・次項の「（２）出願書類等」をよく確認してください。 

② 入学検定料の支払い 

・本募集要項６～８ページの指示に従い、ＡＴＭ(金融機関、コンビニエンスストア)やインタ

ーネットバンキング等をご利用のうえ、指定された銀行口座に振り込んでください。支払う

際には所定の手数料がかかります（志願者負担）。 

    ・振込後、ＡＴＭの利用明細、インターネットバンキングの振込完了画面等、振込先口座情報、     

金額、振込日、振込依頼人名等がわかるものを、画像データ（jpeg、jpg または png 形式）

に変換し、TAOにアップロードしてください。 

     【注】出願登録、もしくは入学検定料納入の一方だけでは、出願したことになりません。 

③ TAO 出願登録サイトでの出願登録 

 ・下記 URLから TAO にアクセスし、アカウント作成後、志願者の情報等の必要事項を入力して

ください。 

https://admissions-office.net/ 

    ・研究計画書等、提出書類のアップロードも出願登録時に行います。 

    ・登録後は、登録した内容は変更できません。登録するときは、誤りのないように、確認しな

がら慎重に行ってください。 

・一時保存の機能がありますので、確認などに有効に利用してください。 

 

出願手続は、入学検定料の納入（納入期限厳守）を経て、インターネット上で出願情報を登録す 

ることで完了します。 

入学検定料納入、もしくはインターネット上での出願情報の登録のみだけでは出願手続が完了し

ませんので、注意してください。 
 
 
（２） 出願書類等 

 

志願者は次の書類を TAOを通じて提出してください。 
所定様式は、募集要項と同じ経済学部・経済学研究科ウェブサイトに掲載されていますので、ダウ

ンロードのうえご使用ください。 
経済学部・経済学研究科トップページ https://www.econ.tohoku.ac.jp/ 

 
(2)-1. 経済経営リサーチコース 

 

入試 
区分 No. 書  類  等 摘  要 

各
区
分
に
共
通
の
書
類 

１ 入学願書・履歴書、 
写真データ 

TAO に必要事項を入力し、写真データをアップロードしてく

ださい。 
【写真データの要件】 

・出願前 3 か月以内に撮影した志願者本人のカラー写真 

・眼鏡をかけて受験する者は眼鏡をかけた写真とする 

・正面向き、上半身無帽、無背景（背景や柄がないもの） 

・縦 4：横 3 の比率 

・使用できるデータは jpeg、jpg または png 形式で、100KB

～5MB のサイズ 

・本人確認に使用するため、写真データに加工を施さないこ

と 
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２ 研究計画書 Ａ４サイズで、2,000 字程度で作成してください。初めに氏

名を明記してください。 

社会人特別選抜受験者の場合は、4,000 字程度で作成し、ダ

ウンロードした所定様式の表紙をつけてください。 

作成した研究計画書を PDF データに変換のうえ、TAO にアッ

プロードしてください。 

３ 成績証明書 出身大学又は最終卒業学校等が発行したものの原本（日本語

又は英語のもの）を PDF データに変換し、TAO にアップロード

してください。ただし、本学経済学部出身者は不要です。 
４ 卒業（見込）証明書 出身大学又は最終卒業学校等が発行したものの原本（日本語

又は英語のもの）を PDF データに変換し、TAO にアップロード

してください。ただし、本学経済学部出身者は不要です。 
大学改革支援・学位授与機構により学位を授与されて出願す

る者は、学士の学位授与（見込）証明書の原本を PDF データに

変換し、TAO にアップロードしてください。 
５ 入学検定料 30,000円 

 

30,000円を、（１）一

般選抜Ⅰ期、東北大学

経済学部生を対象と

する試験は 7月 1 7日

（木）までに、（２）

一般選抜Ⅱ期、社会人

特別選抜は12月18日

（木）までに、指定金

融機関に支払いの上、

振込先口座情報、金

額、振込日、振込依頼

人名等がわかるもの

を画像データ（jpeg、

jpgまたはpng形式）に

変換し、TAOにアップ

ロードしてください。 

入学検定料は、ATM（金融機関、コンビニエンスストア）やイ

ンターネットバンキング等をご利用の上、下記により納入して

ください。【納入期限厳守】 

金 額： ３０，０００円 

納入期限： （１）７月１７日（木）、（２）１２月１８日（木） 

銀 行： 三菱 UFJ 銀行 銀行コード：０００５ 

支 店： わかたけ支店 支店コード：８０９ 

預金種別： 普通 

口座番号： ２２５９０６１ 

口座名義： 国立大学法人東北大学 

カ ナ： ﾀﾞｲ)ﾄｳﾎｸﾀﾞｲｶﾞｸ 

※ 振込依頼人名は、受験者本人のカナ氏名及び英字氏名を登

録してください。 

※ 振込手数料については、受験者本人負担となります。 

 

ただし、国費外国人留学生で留学期間の延長手続きを行う場

合は納付不要です。在籍する大学等が発行した国費外国人留学

生証明書（証明内容を予め大学院教務係へ電話でお問い合わせ

ください。）を PDF データに変換し、TAO にアップロードしてく

ださい。 

また、災害の被災者に対する入学検定料の免除については、

経済学部・経済学研究科ウェブサイトを参照してください。 

※ 外国送金不可。 

※ 誤納付の場合は出願期間最終日までに申し出ること。 

社会人 ６ 在職証明書 ２年以上の在職を証明するもの又はこれに代わるもの（いず

れも日本語又は英語のもの）を PDF データに変換し、TAO にア

ップロードしてください。 
なお、所属組織がある場合には、所属組織の長又はこれに相

当する者の推薦書（所定様式）があることが望ましい。 
東北大

生対象 
７ 志願理由書 所定様式に、学部演習の指導教員に承認をもらったうえで、

PDF データに変換し、TAOにアップロードしてください。 
該当者 ８ 住民票 本邦に在留する外国人の方（在留期間が９０日を超える者）

は、住民票（出願日前３か月以内に発行されたもので個人番号

（マイナンバー）の記載がなく、在留資格が明記されたもの）

を PDF データに変換し、TAO にアップロードしてください。 
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(2)-2. 高度グローバル人材コース 
 

入試 
区分 No. 書  類  等 摘  要 

各
区
分
に
共
通
の
書
類 

１ 入学願書・履歴書、 
写真データ 

TAO に必要事項を入力し、写真データをアップロードしてく

ださい。 
【写真データの要件】 

・出願前 3 か月以内に撮影した志願者本人のカラー写真 

・眼鏡をかけて受験する者は眼鏡をかけた写真とする 

・正面向き、上半身無帽、無背景（背景や柄がないもの） 

・縦 4：横 3 の比率 

・使用できるデータは jpeg、jpg または png 形式で、100KB～

5MB のサイズ 

・本人確認に使用するため、写真データに加工を施さないこ

と 

２ 志願理由書 所定様式に英語で作成してください。 
「東北大学経済学部生を対象とする試験」へ出願する者は、 

同様式の所定欄に、学部演習の指導教員に承認をもらったうえ

で、PDF データに変換し、TAO にアップロードしてください。 

それ以外の選抜区分の出願者は指導教員の署名は不要です。 
３ プロジェクト計画書 英語で、Ａ４サイズにダブルスペースで 1,500 ワード程度で

作成し、 PDF データに変換のうえ、TAO にアップロードしてく

ださい。初めに氏名を明記してください。 

社会人特別選抜受験者の場合は、英語でダブルスペース 3,000

ワード程度で作成し、ダウンロードした所定様式の表紙をつけ、

PDF データに変換のうえ、TAO にアップロードしてください。 

４ 成績証明書 出身大学又は最終卒業学校等が発行したものの原本（日本語

又は英語のもの）を PDF データに変換し、TAO にアップロードし

てください。ただし、本学経済学部出身者は不要です。 
５ 卒業（見込）証明書 出身大学又は最終卒業学校等が発行したものの原本（日本語

又は英語のもの）を PDF データに変換し、TAO にアップロードし

てください。ただし、本学経済学部出身者は不要です。 
大学改革支援・学位授与機構により学位を授与されて出願す

る者は、学士の学位授与（見込）証明書の原本を PDF データに

変換し、TAO にアップロードしてください。 
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６ 入学検定料 30,000円 

 

30,000円を、（１）一

般選抜Ⅰ期、東北大学

経済学部生を対象とす

る試験は7月17日（木）

までに、（２）一般選

抜Ⅱ期、社会人特別選

抜は12月18日（木）ま

でに、指定金融機関に

支払いの上、振込先口

座情報、金額、振込日、

振込依頼人名等がわか

るものを画像データ（j

peg、jpgまたはpng形

式）に変換し、TAOにア

ップロードしてくださ

い。 

入学検定料は、ATM（金融機関、コンビニエンスストア）やイ

ンターネットバンキング等をご利用の上、下記により納入して

ください。【納入期限厳守】 

金 額： ３０，０００円 

納入期限： （１）７月１７日（木）、（２）１２月１８日（木） 

銀 行： 三菱 UFJ 銀行 銀行コード：０００５ 

支 店： わかたけ支店 支店コード：８０９ 

預金種別： 普通 

口座番号： ２２５９０６１ 

口座名義： 国立大学法人東北大学 

カ ナ： ﾀﾞｲ)ﾄｳﾎｸﾀﾞｲｶﾞｸ 

※ 振込依頼人名は、受験者本人のカナ氏名及び英字氏名を登

録してください。 

※ 振込手数料については、受験者本人負担となります。 

 

ただし、国費外国人留学生で留学期間の延長手続きを行う場

合は納付不要です。在籍する大学等が発行した国費外国人留学

生証明書（証明内容を予め大学院教務係へ電話でお問い合わせ

ください。）を PDF データに変換し、TAO にアップロードしてく

ださい。 

また、災害の被災者に対する入学検定料の免除については、

経済学部・経済学研究科ウェブサイトを参照してください。 

※ 外国送金不可。 

※ 誤納付の場合は出願期間最終日までに申し出ること。 

社会人 ７ 在職証明書 ２年以上の在職を証明するもの又はこれに代わるもの（いず

れも日本語又は英語のもの）を PDF データに変換し、TAO にアッ

プロードしてください。 
なお、所属組織がある場合には、所属組織の長又はこれに相

当する者の推薦書（所定様式）があることが望ましい。 
該当者 ８ 住民票 本邦に在留する外国人の方（在留期間が９０日を超える者）

は、住民票（出願日前３か月以内に発行されたもので個人番号

（マイナンバー）の記載がなく、在留資格が明記されたもの）

を PDF データに変換し、TAO にアップロードしてください。 
９ 高度グローバル人材コ

ース学部・大学院一貫

教育プログラム参加資

格認定書 

本学経済学部出身者で、高度グローバル人材コース学部・大

学院一貫教育プログラムに所属しており、大学院を１年で修了

することを希望する者は PDF データに変換し、TAO にアップロー

ドしてください。 
 

 

（３） 出願期間 

 

① 一般選抜Ⅰ期、東北大学経済学部生を対象とする試験  

： ２０２５年 ７月１１日（金）９時 ～ ７月１８日（金）１６時 
 

② 一般選抜Ⅱ期、社会人特別選抜 

： ２０２５年１２月１２日（金）９時 ～１２月１９日（金）１６時 

 

  ※①、②の期間内に、TAOの出願フォームに出願書類等をアップロードして下さい。出願フォーム

には、この期間しかアクセスできません。 
注１ 出願書類等（TAO 登録内容含む）に不備がある場合には、受け付けません。 
注２ 出願手続後は、出願取下げ、書類等（TAO 登録内容含む）の変更及び入学検定料の払い戻しはでき 

ません。 
注３ TAO にアップロードした証明書は、入学手続時に原本の提出が必要です。入学手続時に原本確認が 

行えなかった場合は、入学を許可しないことがあります。  
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５ 受験票について 
 

受験票は、一般選抜Ⅰ期、東北大学経済学部生を対象とする試験においては、２０２５年８月２９

日（金）以降、一般選抜Ⅱ期、社会人特別選抜においては、２０２６年２月６日（金）以降、TAO で

ダウンロードし、印刷のうえ、試験当日、持参してください。 

※Ａ４白色の用紙に、カラーで印刷してください。 
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６ 選抜方法 

 

6-1. 経済経営リサーチコース 
 
（１） 一般選抜は、学力試験（日本国の永住許可を得ていない外国人の方については日本語能力

の試験（口述）を含む）及び出身大学長又は学部長から提出される成績証明書等を総合して

判定します。  
 

（２） 社会人特別選抜は、学力試験及び研究計画書等の審査を総合して判定します。 
 
（３） 東北大学経済学部生を対象とする試験は、学力試験及び成績証明書等の審査を総合して判

定します。 
 

入試区分 
学力試験 

備  考 
経済経営科目 英語 口述試験 

一般選抜 ○ ○ 

○ 
（日本国の永住許

可を得ていない外

国人の方のみ） 

本コースは日本語で教育を行うため、日

本国の永住許可を得ていない外国人の方

については、口述試験で日本語能力を判

定します。 

社会人特別選抜  
 

○ 口述試験は、志望する専門科目と今後の

研究計画等に関して行います。 

東北大学経済学

部生を対象とす

る試験 
 

 
○ 口述試験は、専門知識と今後の研究計画

等に関して行います。 

 
＊学力試験について 

 

「別紙１ 経済経営科目及び分野について」に掲げる分野の中から、入学後に主に研究しよう

とする分野を出願時に選択して下さい。試験時には選択した分野の変更はできません。各分野に

属する専門科目とその担当教員については、本募集要項の「別紙３ 東北大学大学院経済学研究科

博士課程前期２年の課程専門科目及び担当教員」を参照してください。各分野において受け入れ

できる学生数には、その分野を担当する教員数に応じて上限があります。 

なお、入学後の指導教員決定については、「９ 出願時の留意事項 （２）社会人特別選抜出願

時における予定指導教員の研究テーマ・授業内容の確認について」及び「９ 出願時の留意事項 

（３）社会人特別選抜以外の出願時における予定指導教員の確認について」をご覧ください。 

 

 

経済経営科目  筆答により行います。「別紙１経済経営科目及び分野について」に掲げる科

目より２科目を出願時に選択してください。選択した科目の変更はできませ

ん。 
 

英    語  英語の試験は独自の試験を行わず、所定の外部試験のスコア提出により行い

ます。詳しくは、「別紙２「英語」試験について」を参照してください。 
 
 
 

 
２０２４年度に実施した本入試の筆答試験問題については、経済学部・経済学研究科ウェブサ

イトをご覧ください。 
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6-2. 高度グローバル人材コース 
 
（１） 一般選抜は、学力試験及び出身大学長又は学部長から提出される成績証明書等を総合して

判定します。 
 

（２） 社会人特別選抜は、学力試験及びプロジェクト計画書等の審査を総合して判定します。 
 
（３） 東北大学経済学部生を対象とする試験は、学力試験及び成績証明書等の審査を総合して判

定します。 
 

入試区分 
学力試験 

備  考 
経済経営科目 英語 口述試験 

一般選抜 ○ ○ ○ 本コースは主に英語で教育を行うため、

口述試験での使用言語は英語とします。 

社会人特別選抜  ○ ○ 

口述試験は、志望する専門科目とプロジ

ェクト計画等に関して行います。また、

本コースは主に英語で教育を行うため、

口述試験での使用言語は英語とします。 

東北大学経済学

部生を対象とす

る試験 
  ○ 

口述試験は、専門知識と今後のプロジェ

クト計画等に関して行います。また、本

コースは主に英語で教育を行うため、口

述試験での使用言語は英語とします。 
 

＊学力試験について 
 

「別紙１ 経済経営科目及び分野について」に掲げる分野の中から、入学後に主に研究しよう

とする分野を出願時に選択して下さい。試験時には選択した分野の変更はできません。各分野に

属する専門科目とその担当教員については、本募集要項の「別紙３ 東北大学大学院経済学研究科

博士課程前期２年の課程専門科目及び担当教員」を参照してください。各分野において受け入れ

できる学生数には、その分野を担当する教員数に応じて上限があります。 

なお、入学後の指導教員決定については、「９ 出願時の留意事項 （２）社会人特別選抜出願

時における予定指導教員の研究テーマ・授業内容の確認について」及び「９ 出願時の留意事項 

（３）社会人特別選抜以外の出願時における予定指導教員の確認について」をご覧ください。 

 

 

経済経営科目  筆答により行います。「別紙１経済経営科目及び分野について」に掲げる科

目より２科目を出願時に選択してください。選択した科目の変更はできませ

ん。 
 

英    語  英語の試験は独自の試験を行わず、所定の外部試験のスコア提出により行い

ます。詳しくは、「別紙２「英語」試験について」を参照してください。な

お、事前審査において既にスコアを提出している方は、再提出は不要です。 
 
 
 

 
２０２４年度に実施した本入試の筆答試験問題については、経済学部・経済学研究科ウェブサ

イトをご覧ください。
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７ 学力試験日程等 

 

7-1. 経済経営リサーチコース 

 

 （１）学力試験日程 

入試区分 試験期日 試験時間 試験科目 備考 

一般選抜 
Ⅰ期 

２０２５年 

９月２日（火） 

１０：００～１２：００ 経済経営科目  

１３：００～ 口述試験 
日本国の永住許可を得てい

ない外国人の方のみ、筆答

試験終了後に行います。 
東北大学 

経済学部生
を対象とす

る試験 

２０２５年 

９月３日（水） 
９：００～ 口述試験  

一般選抜 
Ⅱ期 

２０２６年 

２月１２日（木） 

１０：００～１２：００ 経済経営科目  

１３：００～ 口述試験 
日本国の永住許可を得てい

ない外国人の方のみ、筆答

試験終了後に行います。 

社会人 
特別選抜 

２０２６年 

２月１３日（金） 
９：００～ 口述試験  

 
注１ 口述試験の実施時間については、後日通知します。 

口述試験の受験者は、受験票を必ず持参のうえ、試験開始１５分前までに、大学院教務係窓口に来てく

ださい。 
 
 （２）試験場 

東北大学川内南キャンパス 経済学研究科 
 

注２ 受験者は、受験票を必ず持参のうえ、試験開始１５分前までに、指定された試験場に来てください。 
注３ 試験を１科目でも受験しない場合は、失格となります。 
注４ 試験開始後 20 分までの遅刻者は、受験を許可します。また、試験開始後は、試験室からの退出を原則 

禁止します。 
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7-2.  高度グローバル人材コース 

 

 （１）学力試験日程 

入試区分 試験期日 試験時間 試験科目 備考 

一般選抜 
Ⅰ期 

２０２５年 

９月２日（火） 

１０：００～１２：００ 経済経営科目  

１３：００～ 口述試験 
全ての受験者に、筆答試験

終了後に行います。使用言

語は英語とします。 

東北大学 
経済学部生
を対象とす

る試験 

２０２５年 

９月３日（水） 
９：００～ 口述試験 使用言語は英語とします。 

一般選抜 
Ⅱ期 

２０２６年 

２月１２日（木） 

１０：００～１２：００ 経済経営科目  

１３：００～ 口述試験 
全ての受験者に、筆答試験

終了後に行います。使用言

語は英語とします。 

社会人 
特別選抜 

２０２６年 

２月１３日（金） 
９：００～ 口述試験 使用言語は英語とします。 

 
注１ 口述試験の実施時間については、後日通知します。 

口述試験の受験者は、受験票を必ず持参のうえ、試験開始１５分前までに、大学院教務係窓口に来てく

ださい。 
 
 （２）試験場 

東北大学川内南キャンパス 経済学研究科 
 

注２ 受験者は、受験票を必ず持参のうえ、試験開始１５分前までに、指定された試験場に来てください。 
注３ 試験を１科目でも受験しない場合は、失格となります。 
注４ 試験開始後 20 分までの遅刻者は、受験を許可します。また、試験開始後は、試験室からの退出を原則 

禁止します。 
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８ 合格者の発表及び入学手続について 

（１） 合格発表 
イ） 一般選抜Ⅰ期、東北大学経済学部生を対象とする試験 

： ２０２５年 ９月１１日（木）１７時予定 

ロ） 一般選抜Ⅱ期、社会人特別選抜 

： ２０２６年 ３月 ５日（木）１７時予定 
 

合格者の受験番号を上記日時に、東北大学経済学部・経済学研究科ウェブサイト上で発表する

とともに、合格者に対して「合格通知書」を TAO にて交付します。不合格者には通知しません。

なお、電話やメール等による入学試験結果の問い合わせには応じられません。 
経済学部・経済学研究科トップページ https://www.econ.tohoku.ac.jp/ 

（２） 入学手続 
合格通知書を受け取った者は、その際送付する入学手続に関する指示に従い、以下の期間に

必要な手続きを行ってください。 
イ） 一般選抜Ⅰ期、東北大学経済学部生を対象とする試験 

： ２０２６年 １月２３日（金）～ １月３０日（金）１６時必着 

ロ） 一般選抜Ⅱ期、社会人特別選抜 

： ２０２６年 ３月 ６日（金）～ ３月１３日（金）１６時必着 
ただし、持参する場合の受付時間は、平日の８時３０分～１６時で、土日祝日、３月１１日

（水）、１２日（木）は受け付けません。 
所定の期間内に入学手続を行わない場合は、入学しないものとして取り扱うので注意してく

ださい。入学手続は、オンラインではなく、郵送又は持参で行います。 
 
 
９ 出願時の留意事項 

（１） 後期３年の課程への進学について 
経済経営リサーチコースに社会人特別選抜により入学した学生が、後期３年の課程へ進学す

るためには、一定の水準を満たす修士論文を提出し、進学試験に合格しなければなりません。 
また、高度グローバル人材コースに入学した学生が後期３年の課程へ進学するためには、一

定の水準を満たすプロジェクト報告を行い、進学試験に合格しなければなりません。 
（２） 社会人特別選抜出願時における予定指導教員の研究テーマ・授業内容の確認について 

 指導教員は、「別紙４ 授業科目のテーマ及び担当教員一覧表」に基づき選択した専門科目

の担当教員になります。 
予定指導教員の研究テーマ・授業内容についてよく確認し、出願前に教員と連絡をとり、入

学後指導教員となることの内諾を得た上で、出願してください。内諾を得ていないと、出願は

無効です。なお、教員と連絡を取る際には、入試の実施上の具体的な事柄（試験での試問内容

や合否判定法に関すること等）については対応できません。教員の連絡先については、経済学

部・経済学研究科ウェブサイトをご覧いただくか、下記に問い合わせてください。 
問合せ先 東北大学大学院経済学研究科大学院教務係 

電 話  022（795）6263 

e-mail  eco-in@grp.tohoku.ac.jp 
（３） 社会人特別選抜以外の出願時における予定指導教員の確認について 

指導教員は、入学後に選びます。出願時に予定指導教員を決める必要は無く、教員と連絡を

とる必要もありません。ただし、出願時に選択した分野に属する専門科目の担当教員以外を指

導教員とすることは、分野が異なることを理由として、認められないことがあります。なお、

指導を希望する教員と出願前に連絡を取ることを妨げませんが、それが入試の合否に影響する

ことはありませんし、入試の実施上の具体的な事柄（試験での試問内容や合否判定法に関する

こと等）については対応できません。 
 

 

１０ １年又は１年半での課程修了について 

本課程においては、大学院設置基準第１６条の規定に従い、優れた研究業績を上げたと認められ

た場合、１年又は１年半で課程を修了して修士の学位を取得することが可能です。 
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１１ 大学院設置基準第１４条による特例の適用 
有職者で、大学院設置基準第１４条による特例（有職者の所属先における勤務条件、通学に要す

る時間等を考慮し、授業時間は通常の授業時間帯及び通常の授業時間帯以外の特定の時間又は時期

に設ける）による教育の実施を希望する者は、合格者発表後、速やかに予定指導教員に申し出てく

ださい。 
 
 
１２ 在学期間について 

標準修業年限は２年ですが、特別の事情がある場合は、入学手続時に標準修業年限の２倍までの

年数で修了する長期履修制度の適用を研究科長に申請することができます。長期履修制度の適用を

認められた場合、授業料は、標準修業年限で修了する場合の合計額を長期履修の年数に均等分割し

て支払うことになります。 
 
 
１３ 入学料及び授業料 

（１） 入学料：282,000円（予定額） 

（２） 授業料（前期分）：267,900円（参考 年間授業料：535,800円）（いずれも予定額） 
注１ 授業料等の改定が行われた場合には、改定時から新しい授業料等が適用となります。 
注２ 入学料及び授業料の免除、徴収猶予等に関しては、合格発表後に送付する入学手続に関する書類でお

知らせします。 
注３ 納付された入学料については、いかなる理由があっても返還しません。 

 
 
１４ 本研究科が独自に実施する大学院学生への奨学金 

本研究科では、本学経済学部出身であり、かつ、本研究科博士課程後期３年の課程に進学する意

思のある前期２年の課程の大学院学生に対し、奨学金を支給しています。研究科独自の奨学金であ

る通称「須永基金奨学金」による支援事業です。詳しくは、経済学部・経済学研究科ウェブサイト

をご覧いただくか、経済学研究科大学院教務係までお問い合わせください。 
 
 
１５ 受験及び修学上の配慮を必要とする入学志願者との事前相談 

障害等があり、受験上の配慮及び修学上の配慮を必要とする者は、次の事項を記載した申請書（様

式は定めない）を提出してください。 
なお、本研究科の入学試験においては、合格判定の際に不利に扱うことはありません。 
配慮の一例：聴覚に関する配慮として、口述試験時の注意事項等の文書による伝達 等 

（１）相談の時期 
一般選抜Ⅰ期、東北大学経済学部生を対象とする試験：原則として２０２５年５月２７日（火）

まで。 
一般選抜Ⅱ期、社会人特別選抜：原則として２０２５年１０月２９日（水）まで。 

（２）申請書に記載する内容 ① 志願者の氏名、住所（連絡先電話番号も記載） 
② 出身大学等 
③ 受験上の配慮を希望する事項 
④ 修学上の配慮を希望する事項 
⑤ これまで認められたことのある配慮の内容 
⑥ 日常生活の状況 
⑦ その他参考となる事項（現に治療中の者は、医師の診断書を添付） 

注１ 希望する配慮内容によっては、本研究科が対応を決定するまでに時間を要することがあります。 
注２ やむを得ない理由により期日を過ぎて申請を行う場合は、希望する配慮への対応が間に合わないことが 

あります。 
注３ 事前相談を申請された場合でも、本研究科への出願が必須となるわけではありません。出願するかどう 

か未定の場合でも申請できます。 
 
 
１６ 備考 

出願書類の作成、及び社会人特別選抜における予定指導教員の受入内諾を得るための連絡は必ず

志願者本人が行うこと。これらの書類及び連絡の過程において虚偽の記載や申告をしたことや、書
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類作成を志願者本人が行わなかったことが判明した場合、入学許可を取り消されることがあります。 
 
 
１７ 個人情報の取り扱い 

（１） 本学が保有する個人情報は、「個人情報の保護に関する法律（平成 15年法律第 57号）」等の

法令を遵守するとともに、「国立大学法人東北大学個人情報保護規程」等本学の関係規程に基

づき厳密に取り扱い、個人情報保護に万全を期しています。 
（２） 入学者選抜に用いた試験成績等の個人情報は、入学者の選抜、入学手続、入学前教育、追跡

調査等、入学後の学生支援関係（奨学・授業料免除及び健康管理等）、修学指導等の教育目的

及び授業料徴収等の関係、並びに調査・研究（入試の改善や志望動向の調査・分析等。入学者

については、入学後の個人情報と併せて分析することを含みます。）に利用します。 
（３） 入試・教務関係の業務については、本学から業務委託を受けた業者（以下「受託業者」とい

う）が行うことがあります。業務委託に当たって個人情報の全部又は一部を受託業者に提供す

る場合には、「国立大学法人東北大学個人情報保護規程」等本学の関係規程に基づき、適切な

取扱いがなされるよう、必要な措置を講じます。 
 

 

１８ 教育・学習データ利活用について 
本学では、教育・学習活動において情報システム等に蓄積された個人情報を含むデータ（以下、

「教育・学習データ」という。）を最新のデータ解析やＡＩ技術を用いて分析し、エビデンスに基

づいた教育を実施していくことが重要と考えています。 
そのため、「教育・学習データ利活用宣言」、「東北大学教育・学習データ取扱８原則」、「教育・

学習データ利活用ポリシー」を定め、教育・学習データを有効かつ適正に利活用し、本学における

教育・学習支援の充実・改善を図るとともに国民と人類の福利に貢献していきます。 
入学者選抜に用いた試験成績等の個人情報は、入学後、教育・学習データに統合して取り扱います。 
URL：https://www.tohoku.ac.jp/japanese/studentinfo/education/08/education0801/ 

 
 
 
 
２０２５年 ４月 

〒980-8576 仙台市青葉区川内２７－１ 

 東北大学大学院経済学研究科 

 電話 022（795）6263 
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（別紙１）経済経営科目及び分野について 
 
 
次に掲げる科目より２科目を出願時に選択してください。選択した科目の変更はできません。 

 
 

ミクロ経済分析 
政治経済学原理 
数理統計 
経済史 
経営組織 
マクロ経済分析 
経済学史 
日本経済史 
経済経営数学 
経営政策 
経営史 

 

 

次に掲げる分野より１分野を出願時に選択してください。試験時には選択した分野の変更はできませ

ん。各分野に属する専門科目とその担当教員については、本募集要項の「別紙３ 東北大学大学院経済

学研究科博士課程前期２年の課程専門科目及び担当教員」を参照してください。 
 

現代経済学 
現代社会・経済・企業 
経営学 
経済史・経営史 
数理・データ科学 
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（別紙２）「英語」試験について 
 
 

英語の試験は独自の試験を行わず、所定の外部試験のスコア提出により行います。 
事前に下記いずれかの試験を受け、有効期間内に受験した試験のスコアシートを出願時に他の出

願書類と一緒に提出してください。 
 

・ TOEIC テスト（TOEIC IP テストは不可。日本で受験したもののみ有効です。日本以外で受験

したものは認められません）スコアシートとして認められるのは、顔写真付き公式認定証（デジ

タル公式認定証を含む）を提出した場合に限られます。 
・ TOEFL iBT テスト（TOEFL iBT Home Edition 及び Paper Edition は可。TOEFL ITP テストは不可）

Institutional Score Report（公式スコア票）と Test Taker Score Report（受験者用控えスコア票）の

両方の提出が必要です。 
・ IELTS（Academic Module は可。General Training Module は不可）スコアシートとして認めら

れるのは、Test Report Form（公式の成績証明書）の原本を提出した場合に限られます。 
※ その他の試験は使用することができません。 

※ TOEFL iBTテストにおいては、Test Dateスコアのみを利用します（MyBest スコアは利用しま

せん）。 

※ IELTS においては、One Skill Retakeは利用しません。 
 

提出されたスコアは相互に換算し、英語の得点を算出します。複数のスコアが提出された場合に

は、換算の結果、得点の最も高いものを採用します。 
なお、過去に提出されたスコアシートは利用できませんので、改めて提出してください。 
また、各試験は、実施日及び実施会場が限られていますので、試験の結果が送付されるまでの日

数を考慮のうえ、各試験の開催日時等を早めに確認し、受験してください。TOEFL のスコアシート

の送付には日数がかかる場合もありますので、余裕をもって受験することをお勧めします。 
 

入試区分 有効な 
スコア 提出期限 提出方法 

一般選抜

Ⅰ期 

２０２３年

５月１日以

降に受験し

たもの 

２０２５年７月１８日

（金） 

TOEIC® テスト 
顔写真付き公式認定証の原本又はデジタル公式

認定証をPDFデータに変換しTAOにアップロード

してください。 
 

各種 TOEFL® テスト 
 次の①と②の両方により提出してください。 

①Institutional Score Report（公式スコア票）が ETS
から本研究科へ送付されるよう各自手配して

ください。 
※ 送付のための DI コード（Institution Code 

Number）は 0232（Tohoku University Graduate 
School of Economics and Management）です。 

②Test Taker Score Report（受験者用控えスコア

票。①と同じ受験日のもの）を PDF データに

変換し TAO にアップロードしてください。 
 

IELTS 
Test Report Form（公式の成績証明書。コピー不

可）を PDF データに変換し TAO にアップロード

してください。 

一般選抜

Ⅱ期、 
高度グロ

ーバル人

材コース

社会人特

別選抜４

月入学 

２０２３年

１０月１日

以降に受験

したもの 

２０２５年１２月１９

日（金） 

 

TOEFL, TOEFL iBT, TOEFL ITPおよびTOEIC はETSの登録商標です。 
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（別紙３） ２０２６年度 

東北大学大学院経済学研究科博士課程前期２年の課程 

専門科目及び担当教員 

分 野 専 門 科 目 担当教員 

現代経済学 

 理論経済学Ⅱ  教 授 北 川 章 臣 
 経済計画論  教 授 大瀬戸 真 次 
 応用マクロ経済学  准教授 鈴 木 通 雄 
 金融論  准教授 浅 野 康 司 
 金融政策論  准教授 久保田   荘 
 環境経済学  教 授 日 引   聡 
 産業組織論  教 授 泉 田 成 美 
 福祉経済  教 授 若 林   緑 
 加齢経済  教 授 吉 田   浩 
 医療経済  教 授 湯 田 道 生 
 国際経済  教 授 永 易   淳 

現代社会・経済・企業 

 経済学史  教 授 古 谷   豊 
 経済政策  教 授 黒 瀬 一 弘 
 財政  教 授 佐々木 伯 朗 
 アジア経済論  教 授 日 置 史 郎 
 産業発展論  教 授 川 端   望 

経営学 

 経営学原理  准教授 高 浦 康 有 
 マーケティング管理論  准教授 一小路 武 安 
 イノベーション論  准教授 秋 池   篤 
 経営戦略  准教授 NGUYEN CHI NGHIA 
 非営利組織論  教 授 西 出 優 子 
 地域企業論  教 授 福 嶋   路 
 国際経営  准教授 藤 原 綾 乃 

経済史・経営史 

 日本経済史  准教授 酒 井 一 輔 
 西欧経済史  教 授 川 名   洋 
 社会思想史  教 授 小田中 直 樹 
 経営史  准教授 結 城 武 延 
 グローバル経営史  准教授 菅 原   歩 

数理・データ科学 

 経済統計学  教 授 松 田 安 昌 
 ビジネスデータ科学  准教授 KO IAT-MENG 
 経営統計学  教 授 石 垣   司 
 意思決定論  教 授 鈴 木 賢 一 
 応用データ科学  准教授 李   銀 星 
 経済データ科学  准教授 石 原 卓 弥 
 証券投資論  教 授 室 井 芳 史 

 

（２０２５年４月１日現在） 

注１ 理論経済学Ⅱは近代経済学の原論である。 
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（別紙４） ２０２６年度 東北大学大学院経済学研究科 

博士課程前期２年の課程授業科目のテーマ及び担当教員一覧表 

(社会人特別選抜) 
経済経営学専攻 
分野 専門科目 主なテーマ 担当教員 要望事項 

現
代
経
済
学 

理論経済学Ⅱ 
大学院レベルのマクロ経済

学の基礎 
北川 教授 

①学部レベルのミクロ・マ

クロ経済学を十分理解して

いること。 

②英語文献を読める程度の

英語力。 

③数学の基礎知識（特に微

分法および微分・差分方程

式） 

経済計画論 
１）社会選択理論 

２）メカニズム・デザイン 大瀬戸 教授 
ミクロ経済学と数学の基礎

知識を前提とする。 

応用マクロ 

経済学 
家計、企業の多様性を重視す

る定量的マクロ経済分析 
鈴木(通)准教授 

①学部レベルのミクロ・マ

クロ・計量経済学の理解。 

②英語文献を読める程度の

英語力。 

金融論 
コーポレートファイナンス、

金融仲介、金融市場に関する

理論分析 
浅野 准教授 

①学部レベルのミクロ・マ

クロ・計量経済学の知識 

②英語文献の読解能力 

金融政策論 
貨幣流通と金融政策につい

ての理論研究と、数値計算法

を用いたシミュレーション 
久保田 准教授 

①報告・連絡・相談など最低

限の社会人マナー 

②ミクロ経済学と英語力 

環境経済学 
環境経済学の基礎的な理論

を学び、環境政策の有効性を

評価する 
日引 教授 

①学部レベルのミクロ経済

学の基礎的な知識を有する

こと。 

②英語文献を読める程度の

英語力。③数学の基礎知識

（特に微分など）を有する

こと 

産業組織論 

市場構造、企業組織、法や規

制が企業行動に与える影響

について、ミクロ経済学･計

量経済学の手法を使って分

析する。 

泉田 教授 

ミクロ経済学及び計量経済

学の基礎的な知識を修得し

ていること。または入学後

修得する意志があること。 

福祉経済 

1）消費・貯蓄行動に関する

実証分析 

2）福祉政策と家計行動 

3）家族の経済学 

若林 教授 

英語で文献が読めることが

必要です。 

また実証分析ではパソコン

を使用しますのでパソコン

が苦手でないことが前提で

す。 

ミクロ経済学、マクロ経済

学、計量経済学の基礎的な

知識が必要です。 
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加齢経済 

1）日本の少子・高齢化問題

の解明 

2）男女共同参画社会の経済

分析 

3）医療・福祉分野の実証分

析 

4）国債・税制問題と世代会

計 

5）観光経済、サービス経済の

生産性 

吉田 教授 

①高度専門職業人として、

社会や組織で必要とされる

人物を養成します。 

②このための具体的な自分

の準備状況を面接で聞きた

いと思います。 

③出願前の質問も遠慮なく

してください。 

医療経済 

1）医療経済学・公共経済学 

2）因果推論に基づく応用ミ

クロ計量経済分析 

3)社会保障制度に関する定

量的な政策評価分析 

湯田 教授 

学部レベルのミクロ経済

学・公共経済学・計量経済学

の知識と英語文献読解能

力。 

国際経済 

1）為替レートの変動要因 

2）リスクの経済的解釈 

3）通貨・金融危機 

4）経済・金融統合 

永易 教授 

学部レベルの経済学、数学、

統計学の知識および英語

力。 

現
代
社
会
・
経
済
・
企
業 

経済学史 

1）経済学の古代的形態 

2）経済学の中世的形態 

3）近代におけるいわゆる経

済学の成立 

4）その後の展開 

古谷 教授 
英文読解力と、世界史の基

礎。 

経済政策 
多部門モデルを用いて経済

を分析する 
黒瀬 教授 

・英語文献を読みこなす力 

・微積分・線形代数に関する

基本的知識があったほうが

望ましい。 

財政 
1）組織・制度の経済理論 

2）福祉国家財政論 

3）政府間財政関係論 
佐々木 教授 

英文読解力及び学部の専門

課程レベルの経済学・財政

学の知識。 

アジア経済論 
中国を主とするアジア諸地

域の経済発展 
日置 教授 

英語と日本語の文献が読め

ること。中国語については

読めることが望ましい。学

部レベルの経済学の知識。 

産業発展論 

1）現代産業の理論と事例研

究 

2）産業における成熟とキャ

ッチ・アップのダイナミズム 

川端 教授 

マルクス経済学、近代経済

学、経営学のうち二つ以上

について、学部の概論レベ

ルの知識を持っているこ

と。日本語、英語の文献を読

み、日本語で議論をするこ

とが可能な語学能力を持っ

ていること。 

経
営
学 

経営学原理 
経営学の方法論、批判的経営

研究 
高浦 准教授 

主として日本語の文献によ

る。経営学の基礎知識があ

ることが望ましい。 
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マーケティン

グ管理論 

1）消費者行動 

2）組織変革 一小路准教授 

①英語論文の読解力 

②日本語による議論力 

③経営学の基礎知識 

イノベーショ

ン論 

イノベーションについて、企

業及び消費者の視点から分

析する。 
秋池 准教授 

①日本語、英語論文を読解

する能力 

②議論、文章の執筆が日本

語で問題なくできる能力 

③経営学（特に経営戦略、マ

ーケティング）に関する基

礎的な知識 

経営戦略 

1) 組織の社会戦略 

2) ポジティブ心理学とパフ

ォーマンス向上の関係 

3) 資源分析、心理的レジリ

エンスと制約対応の関係 

4) ヘルスケア分野における

日本と海外の技術移転・連携

戦略  

5) その他：教育機関の国際

戦略、ミクロ・アントレプレ

ナーシップ、多種多様な世代

のグローバル教育など。 

Nghia 准教授 

フィールド調査、実践活動、

国際交流や社会貢献に対す

る関心や意欲を有すること

が望ましい。 

非営利組織論 

1）非営利組織のマネジメン

ト 

2)ソーシャル・キャピタル 

3）ダイバーシティとインク

ルージョン 

4）ウェルビーイング 

西出 教授 
日本語・英語の文献読解力 

社会的課題解決への関心 

地域企業論 

1）特定地域内における企業

活動の分析 

2）企業活動を通じた地域活

性化 

3）産・官・学との連携 

福嶋 教授 

英語の文献もとりあげたい

ので、ある程度の英語力を

有していること。 

国際経営 
国際経営戦略とイノベーシ

ョン 
藤原 准教授 

英語と日本語の文献が読め

ること。学部レベルの経済

学や統計学に関する基礎的

な知識を持っていること。 

経
済
史
・
経
営
史 

日本経済史 

日本の近世近代を対象とす

る 

1）公共財供給の歴史実証分

析 

2）比較経済発展論 

酒井 准教授 

英語および歴史資料の文献

読解力 

学部レベルの経済史の知識 

西欧経済史 

西欧近代を対象とする 

1）自治都市発達史 

2）比較経済発展論 

3）地域史・国家形成史 

川名 教授 
歴史への関心と英文読解力

を必要とします。 

社会思想史 

1）日本における歴史学の展

開 

2）社会科学志向型歴史学の

理論と方法論 

小田中 教授 

基本的には邦語文献を使用

しますが､内容のサーベイ

等のリサーチを課しますの

で、一定の負担があること
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をご承知おきください。ま

た、学期末には、ターム･ペ

ーパーの提出を求める予定

です。 

経営史 

日本を対象とする 

1）株式会社制度の生成と発

展 

2）企業金融と企業統治の変

遷 

3）資本市場の発展過程 

結城 准教授 

学部レベルのミクロ経済学

と計量経済学の知識を修得

している／修得する意志が

ある。 

グローバル経

営史 
各国多国籍企業の経営史 菅原 准教授 

英語の読解力、学部の基礎

レベルの経済学と経営学の

知識 

数
理
・
デ
ー
タ
科
学 

経済統計学 
時系列、空間系列、時空間系

列の分析手法の開発と社会

科学分析への応用 
松田(安)教授 

微分積分、線形代数、確率統

計の基礎的な知識 

ビジネスデー

タ科学 

Apply econometric techniq

ues to examine economic, 

financial, and social sci

ence issues. 

KO 准教授 

Basic econometric and st

atistic knowledge. Suffi

cient English proficienc

y is required as researc

h guidance will be condu

cted in English 

経営統計学 

1）経営・ビジネスにおける

統計学応用 

2）ビジネス・医療の大規模

データ分析 

3）サービスの科学・工学的ア

プローチ研究 

石垣 教授 

線形代数、微積分、数理統計

の基礎的な知識。 

基礎的なプログラミングの

スキル。 

意思決定論 

1）確定的な条件のもとでの

条件付き最適化 

2）不確実性のもとでの条件

付き最適化 

鈴木(賢)教授 
線形代数と微積分の基礎的

な知識 

応用データ科

学 

深層学習をメインとするAI

モデルの経済、マーケティン

グ問題への応用 

李 准教授 

①プログラミング基礎 

②機械学習および深層学習

に関する基礎知識 

経済データ科

学 
計量経済学・数理統計学の理

論を学ぶ 
石原 准教授 

微分積分、線形代数、確率統

計の基礎的 な知識を有す

ること。 

証券投資論 
1）数理ファイナンス 

2）保険数学 室井 教授 

数理ファイナンスに必要不

可欠な高度な数学の知識。 

『経済経営数学』『数理統

計』を受験すること。 
 

（２０２５年４月１日現在） 
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